
役
員
選
任
議
案
に
反

対
す
る
動
き
広
が
る

庄
内
た
が
わ
農
協
（
黒

井
德
夫
組
合
長
）
の
第
22

回
通
常
総
代
会
が
６
月
19

日(

月)

、
新
余
目
支
所
２

階
ホ
ー
ル
（
旧
梵
天
）
で

開
か
れ
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
理
事

人
（
欠
員

31

１
人
）、
監
事
６
人
が
選
任

さ
れ
ま
す
。

齋
藤
泰
宏
理
事
が
、
５

月
末
で
役
員
辞
任
を
提
出

し
受
理
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

藤
島
地
区
総
代
説
明
会
が

２
日
開
か
れ
、
役
員
選
挙

の
問
題
を
指
摘
す
る
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
で
の
役
員
選
任

議
案
に
反
対
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

年
ぶ
り
配
当
な
し

10
平
成

年
度
の
事
業
実

28

績
で
は
、
米
穀
販
売
が
１

０
４
億
円
で
前
年
比
０
・

７
％
減
、
園
芸
特
産
０
・

５
％
増
、
畜
産
１
・
９
％

減
と
な
り
、
販
売
総
額
は

１
３
９
億
円
で
０
・
６
％

減
、
合
併
基
準
年
（
平
５
）

の
３
０
２
億
円
と
比
べ
45

・
９
％
に
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。

事
業
総
利
益
は

億
３

32

６
７
３
万
円
（
前
年
度
か

ら
４
３
６
７
万
円
減
）、
事

業
管
理
費
は

億
３
１
５

31

５
万
円
（
同
１
億
４
４
７

９
万
円
減
）
で
、
事
業
利

益
は
１
億
０
５
１
８
万
円

（
前
年
度
４
０
６
万
円
）、

経
常
利
益
は
２
億
０
９
４

９
万
円
（
同
１
億
５
４
０

２
万
円
）、
当
期
剰
余
金
は

１
億
１
０
１
３
（
同
９
４

０
６
万
円
）
で
す
。

当
期
未
処
分
剰
余
金
２

億
６
５
３
７
万
円(

前
年
度

３
億
２
５
０
９
万
円
）
の

う
ち
利
益
準
備
金
と
し
て

７
０
０
０
万
円
、
任
意
積

立
金
と
し
て
リ
ス
ク
管
理

積
立
金
に
３
０
０
０
万
円
、

新
規
に
「
園
芸
販
売
高
40

億
円
支
援
積
立
金
」
４
５

０
０
万
円
を
充
当
す
る
こ

と
か
ら
、

年
ぶ
り
に
出

10

資
・
特
別
配
当
と
も
無
く
、

次
期
繰
越
剰
余
金
を
１
億

２
０
３
７
万
円
（
前
年
度

１
億
４
０
８
９
万
円
）
に

し
ま
す
。

子
会
社

平
成

年
８
月
１
日
に

26

設
立
さ
れ
た
１
０
０
％
出

資
の
子
会
社
の(

株)

あ
い

と
サ
ー
ビ
ス
（
代
表
取
締

役
社
長
・
長
南
進
）
は
、

売
上
高

億
０
０
８
３
万

49

円
（
前
年
度

億
２
５
９

48

０
万
円
）、
経
常
利
益
１
億

１
１
８
７
万
円
（
同
１
億

０
７
５
８
万
円
）、
当
期
純

利
益
６
４
５
３
万
円
（
同

７
３
８
３
万
円
）
を
計
上
。

資
産

億
８
５
７
８
万

11

円
（
同

億
７
７
２
４
万

13

円
）、
負
債
９
億
３
１
０
４

万
円
（
同

億
８
７
０
４

11

万
円
）、
純
資
産
２
億
５
４

７
３
万
円
（
同
１
億
９
０

２
０
万
円
）
で
す
。

％
出
資
の
子
会
社
の

60
羽
黒
・
の
う
き
ょ
う
食
品

加
工(

有)

（
代
表
取
締
役

社
長
・
田
中
壽
一
）
は
、

売
上
高
７
億
２
０
２
４
万

円
（
同
７
億
３
３
８
２
万

円
）、
経
常
利
益
△
９
５
６

万
円
（
同
２
６
６
万
円
）、

当
期
純
利
益
△
２
７
８
４

万
円
（
同
１
２
６
万
円
）

で
す
。

億
円
の
倍
増
計
画

21
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
は
、

長
期
目
標
と
し
て
現
在
約

億
円
の
園
芸
販
売
高
の

21倍
増
と
な
る

億
円
を
目

40

指
し
ま
す
。

庄
内
柿
８
億
円
、
長
ね

ぎ
７
億
円
、
枝
豆
７
億
円
、

花
き
５
億
円
、
椎
茸
３
億

円
、
ア
ス
パ
ラ
１
・
８
億

円
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
１
・
２

億
円
、
キ
ュ
ウ
リ
１
億
円
、

さ
と
い
も
４
千
万
円
、
ニ

ラ
４
千
万
円
な
ど
重
点
10

品
目
の
生
産
拡
大
を
図
る
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
6月 15人 9,908円
5月 52人 46,505円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 20１4年度 20１5年度 20１6年度 前年度と基準年と
平成５年度 の対比 の対比平成26年度 平成27年度平成28年度

正組合員数（人） 16,876 74.4%12,984 12,795 12,557 98.1% 正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 42.7%446 482 480 99.6%
資産 資産117,589,340 105.5%120,095,081 121,031,784 124,073,105 102.5%
負債 負債111,618,080 102.7%110,824,421 111,525,557 114,676,780 102.8%
資本（純資産） 5,971,260 157.4%資本（純資産）9,270,659 9,506,227 9,396,325 98.8%
当期剰余金 当期剰余金93,323 118.0%155,822 194,068 110,129 56.7%
貯金 貯金96,633,096 107.9%103,007,193 104,225,502 104,225,502 100.0%
貸出金 貸出金36,394,244 79.2%32,782,652 30,090,229 28,835,463 95.8%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 76.2%538,337,890 522,889,616 506,831,406 96.9%
購買 購買19,815,583 20.1%7,074,587 4,060,597 3,991,431 98.3%
販売 販売30,276,797 45.9%13,777,518 13,984,425 13,898,575 99.4%

(米穀) 24,149,280 43.4% (米穀)10,369,267 10,550,407 10,478,953 99.3%
（園特） 3,263,811 66.1% （園特）2,087,846 2,146,896 2,156,921 100.5%
（畜産） 2,863,706 44.1% （畜産）1,320,405 1,287,121 1,262,700 98.1%

自己資本比率 17.18% 17.21% 15.67% 自己資本比率
合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。

各農協の出資金等の比較

JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

正１人当出資金 33万7,867円 27万5,387円 81万2,387円

正１戸当出資金 46万6,578円 43万6,344円 104万8,341円

正１戸当販売額 152万8,492円 288万0,806円 214万8,583円

正１戸当購買額 43万8,956円 157万9,265円 119万6,229円

自己資本比率 15.67％ 14.52％ 22.29％

出資配当 1.0％ 2.0％

特別配当 米１俵17.68円 米１俵100円

青果物0.129%
産直品0.129%
畜産物0.056%

※JA庄内たがわの購買額は(株)あいとサービス除く

※JAあまるめの購買額はコープ除く。

（2017年度総代会・総会資料より）

ＪＡ庄内たがわ総代会　配当の経過

総代会 年 平成 出資配当 特別配当

1 1996 8 大
久

保

鉄
夫

組
合

長

無 無

2 1997 9

3 1998 10

4 1999 11

5 2000 12

6 2001 13

7 2002 14

8 2003 15

9 2004 16

10 2005 17

11 2006 18 黒
井

德

夫
組

合
長

12 2007 19

13 2008 20 0.5% -

14 2009 21 0.5% 米1俵30円

15 2010 22 0.5% 米1俵30円

16 2011 23 - 米1俵50円

17 2012 24 - 米1俵50円

18 2013 25 1.4% -

19 2014 26 1.0% -

20 2015 27 - 米1俵50円

21 2016 28 1.0% -

22 2017 29 - -

計
画
で
す
。



♯
木
曽
の
ナ
ー

中
乗

り
さ
ん

木
曽
の
御
岳
（
お

ん
た
け
）
さ
ん
は

ナ
ン

ジ
ャ
ラ
ホ
ー
イ

夏
で
も

寒
い

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
♯

（
以
下
・
略
）、
と
唄
わ
れ

て
い
る
御
嶽
山
は
、
信
州

木
曽
町
と
岐
阜
県
高
山
市

の
境
界
に
聳
え
る
秀
麗
な

山
容
で
知
ら
れ
て
い
る
。

御
嶽
山
を
一
度
は
眺
め

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
木
曽
福
島
の
街
で

道
草
を
食
っ
て
御
嶽
参
り

と
決
め
た
が
、
地
元
の
人

に
聞
く
と
歩
い
て
は
何
時

間
も
か
か
る
と
い
う
こ
と
。

「
町
営
バ
ス
に
乗
っ
た

ら
い
い
よ
」
と
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
車
中
の
人
と

な
っ
た
。

降
り
る
時
「
い
く
ら
で

す
か
」
と
聞
く
と
２
０
０

円
。
乗
っ
て
い
た
年
配
の

方
も
「
町
営
バ
ス
が
有
っ

て
助
か
る
よ
」
と
頷
い
て

い
た
。

そ
の
時
頭
に
浮
か
ん
で

き
た
の
は
こ
の
町
の
町
長

さ
ん
は
共
産
党
員
だ
と
い

う
こ
と
。

別
に
珍
し
く
も
変
で
も

無
く
普
通
の
事
だ
と
思
う

の
だ
が
、
バ
ス
代
が
助
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、
チ
ラ

ッ
と
浮
か
ん
だ
の
は
ど
っ

か
の
市
長
の
正
反
対
の
施

政
目
線
。

合
併
後
の
藤
島
庁
舎
は

閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
る
よ

う
な
状
態
だ
が
、
こ
こ
の

町
で
は
支
所
職
員
の
増
員
、

子
供
や
障
害
者
の
医
療
費

の
無
料
化
、
森
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て

町
内
ど
こ
で
も
２
０
０
円

で
行
け
る
バ
ス
の
運
行
等
、

箱
モ
ノ
よ
り
住
民
の
暮
ら

し
が
大
事
と
訴
え
て
当
選

さ
れ
た
方
に
相
応
し
い
施

策
を
語
る
姿
が
懐
か
し
い
。

以
前
仕
事
で
木
曽
福
島

の
役
場
庁
舎
（
現
在
は
移

転
し
て
い
る
）
に
行
っ
た

事
が
有
っ
た
が
、
会
議
室

に
ど
う
ぞ
と
言
わ
れ
て
も

ど
こ
に
座
れ
ば
よ
い
か
と

迷
う
よ
う
な
狭
ー
い
建
物

に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
等

を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
御

嶽
山
に
別
れ
を
告
げ
た
。

政
権
が
ア
ベ
晋
三
氏
に

代
わ
っ
て
か
ら
御
用
学
者

や
御
用
新
聞
に
よ
っ
て
「
お

金
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。」

と
煽
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
が
、

当
て
に
は
出
来
な
い
。

日
本
の
借
金
は
悠
に
一

千
兆
円
を
超
え
あ
と
数
年

で
財
政
破
綻
の
大
波
が
や

っ
て
く
る
日
に
備
え
て
、

愚
生
も
日
々
倹
約
に
勤
め
、

市
の
文
化
会
館
の
よ
う
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

調
査
で
疑
問
に
蓋
か

加
計
問
題
で
は
、
政
府

の
説
明
不
足
を
思
っ
て
い

る
人
が

～

％
と
い
う

70

80

世
論
に
負
け
て
、
文
科
省

が
再
調
査
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
報
道
。
首
相

の
意
向
ト
ヤ
ラ
が
あ
っ
て

か
、
内
部
告
発
が
遅
い
と

の
感
が
あ
っ
た
が
。

▲
一
度
は
誤
魔
化
し
の
、

し
か
も
事
件
を
隠
す
た
め

の
調
査
と
い
う
名
の
行
動

を
見
せ
た
文
科
大
臣
。
今

度
は
首
相
の
言
い
つ
け
な

ん
だ
ト
カ
。
そ
う
で
も
言

わ
な
け
れ
ば
恰
好
が
つ
か

な
い
で
は
な
い
で
す
か
。

ネ
ー
大
臣
さ
ん
ヨ
。

▲
さ
て
、
当
時
の
担
当
事

務
次
官
か
ら
本
当
だ
と
言

わ
れ
た
官
房
長
官
。
個
人

攻
撃
ま
で
し
て
防
戦
し
て

き
た
が
、
そ
う
ま
で
し
て

隠
し
た
か
っ
た
こ
と
が
も

う
す
ぐ
明
ら
か
に
な
る
ゼ
。

▲
当
人
は
、
呼
ば
れ
れ
ば

出
る
と
言
っ
て
い
る
国
会

も
、
辞
め
た
人
だ
か
ら
ト

カ
腹
い
せ
で
言
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
ト
カ
で
、
呼
ぶ

気
が
無
い
と
言
っ
て
い
る

が
サ
。
安
倍
さ
ん
の
好
き

な
海
の
向
こ
う
で
は
、
首

に
な
っ
た
人
が
議
会
で
証

言
し
て
い
る
ゼ
ヨ
。

▲
権
力
の
頂
点
に
長
く
い

る
と
、
や
っ
ぱ
り
出
て
く

る
ん
だ
な
ー
、
私
腹
を
肥

や
す
ト
カ
仲
間
に
水
を
引

く
ト
カ
が
。
し
か
も
、
首

相
が
口
に
出
せ
な
い
こ
と

だ
か
ら
、
俺
が
替
わ
り
に

言
う
ん
だ
ナ
ン
テ
い
う
側

近
も
い
た
り
し
て
。

▲
国
会
に
お
け
る
姿
勢
や

態
度
も
。
横
柄
で
、
時
に

は
大
声
で
ま
く
し
た
て
、

時
に
は
我
を
忘
れ
て
ヤ
ジ

ル
。
的
を
射
な
い
答
弁
で

時
間
つ
ぶ
し
も
。

▲
な
に
せ
、
ナ
ン
ト
か
特

区
と
や
ら
は
、
首
相
が
議

長
を
務
め
る
会
議
な
ん
だ

ト
。
し
か
も
、
全
然
う
わ

さ
も
な
い
時
に
地
盤
調
査

が
申
請
さ
れ
た
と
言
う
か

ら
、
学
校
を
建
て
る
場
所

が
決
ま
っ
て
い
た
ん
だ
。

▲
こ
れ
に
は
ど
ん
な
言

い
訳
が
出
て
く
る
か
、

楽
し
み
だ
な
ー
。

（
石
川
）

り
、
教
科
書
と
評
価
が
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
大
転
換
で
危
険
な
こ

と
で
す
。

そ
れ
が
早
速
出
て
き
ま

し
た
。
教
科
書
は
、
戦
後

幾
年
か
は
な
か
っ
た
文
科

省
検
定
に
合
格
し
な
い
と

発
行
で
き
な
い
の
で
す
が
、

あ
る
社
の
一
年
生
教
科
書
、

「
よ
い

に
お
い
が

し

て

く
る

パ
ン
や
さ

ん
。」
が
「
あ
ま
い

に
お

い
の

す
る

お
か
し
や

さ
ん
。(

中
略)

こ
れ
は

に
ほ
ん
の

お
か
し
で

わ
が
し
と
い
う
ん
だ
よ
。」

に
な
る
戦
争
だ
！
」
と
軍

国
少
年
に
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
「
教
科
外
の

活
動
」
で
あ
っ
た
道
徳
が
、

小
学
校
は
来
年
か
ら
、
中

学
校
は

年
か
ら
、
国
語

19

・
算
数
と
同
じ
教
科
に
な

と
「
に
ほ
ん
の

お
か
し
」

を
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
の
で

す
。「
日
本
」「
和
菓
子
」

を
強
調
し
て
い
て
、
冒
頭

に
書
い
た
「
日
本
よ
い
国
」

の
強
調
と
似
て
い
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
は

ま
だ
日
本
と
い
う
認
識
は

薄
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

早
く
に
さ
せ
よ
う
と
い
う

の
で
す
。
た
か
が
「
に
ほ

ん
」
と
言
え
な
い
の
で
す
。

「(

日
本
の)

良
き
伝
統
、

固
有
の
文
化
」
尊
重
な
ど

を
基
本
に
前
文
を
変
え
た

自
民
党
改
憲
案
の
先
取
り

で
す
。

「
日
本
よ
い
国
、
き
よ

い
国
。
世
界
に
一
つ
の
神

の
国

日
本
よ
い
国
、
強

い
国
。
世
界
に
輝
く
偉
い

国
」。
戦
前
の
「
修
身
」
教

科
書
の
一
節
で
今
で
も
暗

記
し
て
い
ま
す
。
何
度
も

暗
唱
さ
せ
ら
れ
「
世
界
一
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